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 要  旨 
近年，音声認識技術は様々な分野で実用化され，我々の日常生活の中でも見られ
るようになってきている． 
しかし，現在の技術は比較的良好な条件下での使用を前提としており，我々の生
活空間のような雑音が多い環境下ではまだ実用的であるとはいい難い． 
 
雑音は，本来の音声の音響特性を歪めてしまい，認識対象の音声と学習モデルと
の差異を生じさせる． 
従来，この差異を埋めるような研究が行われてきた． 
 
しかし，本研究では別のところに注目した． 
それは，音声認識デコーダに用いる登録単語辞書である． 
この辞書を適切に分割することにより，正解単語が選択される確率を高めること
で，認識精度を向上させることを目的とした． 
 
登録単語辞書には認識対象となる単語すべてを登録しておくのが一般的である．
本研究ではこの登録辞書を，まず，単語のモーラ数に着目して分割を行った． 
認識対象単語のモーラ数をあらかじめ推定する． 
その後，推定されたモーラ数を基に，認識に使用する辞書を分割された辞書から
選択し，単語認識を行う． 
 
また，日本語の単語にはそれぞれアクセント型というものが存在する． 
そこで，さらに辞書を分割するために単語のアクセント型に着目した． 
認識対象単語のアクセント型を推定することで，モーラ数，アクセント型の二つ
の要素で辞書を分割した． 
それにより，認識に用いる辞書の単語登録数を約90%縮小することができた． 
そして，この方法を採用することで，従来法で認識率があまり高くない条件下で
の認識精度を向上させることができた． 
しかし，もともと認識率が高い条件下での認識では，あまり効果を発揮しなかっ
た． 
本研究で提案した手法により，実環境下での辞書分割法の有効性が確認できた．
今後の課題としては，辞書のヒット率の改善がある． 
認識に用いる辞書内に正解単語が含まれていなければ正解の可能性はなくなって
しまうからである． 
また，今回はモーラ数とアクセント型という韻律情報に基づいて辞書分割を行っ
たが，その他の条件でも辞書分割を試してみる必要があると思う． 
 
